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宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
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私たちはこれまで、査定昇給制度の課題について学び、声をあげる取り組みをしてきま

した。道教組・高教組が道教委に対して交渉を行ってきたことは、宗谷情報でもお伝えし

てきたところです。 

このたび、こうした交渉を終え、正式に査定昇給制度の運用が開始されます。宗谷では、

１１月に入ると校長先生から各職場で説明が行われると思われます。 

Ｑどうして「査定昇給制度」を導入するの？ 
道教委は、次の３点を理由に挙げています。 

①職員の士気向上を図る。②組織の活性化を図る。③学校の教育目標の達成を図る。 

本当にこれらの目的が実現しうるのか、確かめていくことが私たちには求められています。 

 

Ｑ査定って、何に影響するの？ 
年に一度の昇給に影響します。私たちの給料の計算のもとになる「号俸」は年に一度、１

月１日に昇給します。その昇給の幅について、査定による成績のランクごとに差をつけよ

うというのが「査定昇給制度」です。 

評語 基準 ５５歳未満 ５５歳以上 配分 

極めて良好
（Ａ） 

当分の間は適用されない 
   

特に良好
（Ｂ） 

高く評価できる成果を挙げ、かつ評定要素の細区
分毎の評定に「ｂ」が 1項目以上 など 

６号俸 １号俸 ３０％ 

良好（Ｃ） Ｂ・Ｄ・Ｅ評価に該当しない場合 ４号俸 零  

やや良好で
ない（Ｄ） 

懲戒処分を受けた場合（戒告、減給３月以下に限る） 
４分の１以上勤務していない場合など 

２号俸 零 
左記の条件に 
当てはまる場合 良好でない

（Ｅ） 

停職、減給（Ｄに該当する場合を除く）を受けた場合 

２分の１以上勤務していない場合 など 
零 零 

 

Ｑ 対象になる職種は？ 
次の職種・立場のみなさんは対象になりません。 

・非常勤職員、臨時職員（市町村費教員［稚内の市費教員や支援員など、教諭の給料表によらない職種］） 

・再任用職員 

・最高号俸に達している職員（教諭の「２－１４９」号俸など） 

→期限付教諭は査定はされるが「良好（Ｃ）」にしかならない。 

→休んでいる教職員（育休・病休など）は勤務した期間により「Ｄ・Ｅ」に。 

 

Ｑ 私たちのことを誰が評価するの？ 
勤勉手当の査定と同じです。一般の教職員なら第一次評価者は

「教頭先生」、第二次評価者は「校長先生」です。 

 

Ｑ 「特に良好（Ｂ）」の「３０％」ってどうやって決まるの？ 
各教育局ごとに、市町村単位で人数が配分されます。 

当面の間は、初任層（８年目未満）と、それ以外を合わせて考

えます。制度の目的である「職員の士気向上」のため、若年層

（３５歳以下）に重点的に配分されます。 

 

Ｑ 判定期間はいつからいつまで？ 
例えば、２０１６年１月１日の昇給なら「２０１４年１２月２

日から２０１５年１２月１日」の１年間。 
◆２０１５年１月１日昇給は、２０１４年１月１日～１２月１日を判定期間と

しながら、実質的には今後１か月程度しか判定期間がないことになります。 

 

Ｑ どうやって「あなたはこの評価」って通知されるの？ 

Ｂ・Ｄ・Ｅ評価を受けた方には口頭で説明されます。（前年との

号俸の差を見れば、わかります） 

 

Ｑ ＢとＣ評定の、支給額の差は？ 

３０代前半で、査定による差だけで８６，０００円。号俸の差

は、へき地手当などの諸手当にも反映するので、実際はもっと

差が出てきます。 

査

定

昇

給

Ｑ

＆

Ａ 
 

制度を知ろう。 
疑問・質問を出し合おう。 

まだ夏だった頃、査定昇給制度の案が示されました。このとき、

私たちは疑問・質問は公的に言うことができませんでした（組合を

通して交渉というかたちで解決はできましたがすべてではないと思い

ます）。改めて、今回の説明をもとに分会で、職場で、査定昇給制

度について学び合いましょう。質問や疑問を出し合いましょう。 
 

民主的学校づくりをすすめましょう。 
宗谷教職員組合は、査定昇給制度がもたらす非教育性や、教職員

の協力・共同の関係との矛盾について訴えてきました。 

査定昇給制度は、評価する側（私たち一般の教職員では、教頭先生・

校長先生）にとっても、評価をされる私たちにとっても「しんどさ」

や「あずましくなさ」がついてまわります。そして、こうしたもや

もやが職員室にはびこることが、子どもたちに悪影響を与えてしま

うことだってあるかもしれません。 

そうならないためにも、民主的学校づくりを大切にしたいので

す。授業づくりや集団づくり、そして学校づくりを民主的な営みに

することを求め合うことが、これまで以上に大切になります。 

職場での教育実践お話し会（勉強会）をはじめとした職場づくり

の取り組みや、街ぐるみの教育連携など、可能性はたくさんありま

す。気遣いと心配りで、職場づくりを組織しませんか？ 
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全
教
の
中
央
委
員
会
に
、
道
教

組
の
代
議
員
と
し
て
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
全
教
に
は
全
国
に
五
十

一
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。
組
合
は

小
中
学
校
と
高
校
、
地
域
に
よ
っ

て
は
特
別
支
援
学
校
と
別
れ
て
い 

る
の
で
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
組
合
が
結
集

し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

中
央
委
員
会
で
は
、
西
日
本
の
組
合
の
元
気

の
よ
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。「
組
織
拡
大

が
100
人
」（
山
口
県
高
教
組
）
な
ど
、
元
気
な

発
言
を
聞
き
ま
し
た
。 

元
気
を
出
し
た
い
こ
と
に
「
組
織
拡
大
」
が

あ
り
ま
す
。
先
日
、「
昔
、
関
西
で
営
業
を
や

っ
て
た
」
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。「
営
業
で
大
事
な
の
は
、
売
り

た
い
商
品
を
ど
れ
だ
け
愛
し
て
い
る
か
や
」

「
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
『
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
』
や

な
ぁ
！
」。
営
業
の
業
界
で
は
、
契
約
に
結
び

付
く
ま
と
め
の
ト
ー
ク
の
こ
と
を
『
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
』
と
い
う
そ
う
で
す
。 

組
織
拡
大
に
も
な
ん
だ
か
通
ず
る
な
ぁ
と

思
い
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。『
宗
谷
教
組
っ
て

こ
ん
な
組
合
で
ね
。
だ
か
ら
あ
な
た
に
入
っ
て

ほ
し
い
ん
だ
。』 

な
か
な
か
声
か
け
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、

み
ん
な
で
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。 

毎
年
春
に
、
他
管
異
動
や
管
理
職
承
認
、
脱

退
な
ど
で
組
合
員
数
は
減
り
ま
す
。
今
年
は
そ

の
『
減
っ
た
数
』
を
回
復
で
き
る
く
ら
い
組
織

拡
大
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
も
う
ち
ょ
っ
と
で
、

組
合
員
増
に
転
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
と

な
り
の
先
生
に
「
宗
谷
教
組
に
入
ら
な
い
？
」

と
い
う
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

秋
か
ら
冬
へ
。
外
は
寒
く
な
り
ま
す
が
、
宗

谷
教
組
は
あ
っ
た
か
い
組
合
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。 

 

リレーエッセイ 「言の葉」④ 
 

９月の青年部の企画に参加させていただ

き、ありがとうございました。私は、自分が
勤めている地域以外の先生方と交流を深め

ることができ、とても楽しかったです。宗谷

管内以外の先生方と話をしていると、先生方
の悩みで共通する部分や、新たな発見が多か

ったです。 

最初は、“ろくろ体験ができる”ところに
ひかれて参加しようと思いました。知ってい

る人が一人もいない中、初対面の人に囲まれ

てのスタートでした。しかし、一緒に行動し
ているうちに緊張もほぐれてきました。 

自分で一歩動きはじめたことで、人とのつ

ながりが広がり、参加して良かったなぁと思
いました。学校や地域が違っても、同じ教師

として、一緒に助け合ったり話ができる仲間

は素敵だなぁと感じました。 

利尻町立鴛泊小学校／黒岩 秋穂 

 
全道の若者の交流になりました！ 

一
〇
月
二
十
三
日
の
北
海
道
新

聞
。
び
っ
く
り
す
る
見
出
し
が
あ
り

ま
し
た
。
財
務
省
が
「
三
十
五
人
学

級
を
や
め
て
四
〇
人
学
級
を
復
活
さ

せ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

財
務
省
の
考
え
方 

国
の
お
役
所
は
秋
の
こ
の
時
期
に

「
新
し
い
年
の
予
算
の
見
積
も
り
」

を
し
ま
す
（「
概
算
要
求
」
と
い
い
ま

す
）。
文
部
科
学
省
は
、
教
職
員
定
数

や
教
育
施
策
を
も
と
に
そ
れ
ら
を
予

算
化
し
、
財
務
省
と
話
し
合
い
を
行

い
ま
す
。 

毎
年
、
文
部
科
学
省
が
提
出
す
る

概
算
要
求
に
は
、
財
務
省
の
「
ケ
チ
」

が
つ
き
ま
す
。
数
年
前
に
も
「
少
人

数
学
級
の
メ
リ
ッ
ト
が
デ
ー
タ
と
し

て
証
明
さ
れ
て
い
な
い
」
と
ケ
チ
が

つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
考
察
で
や

っ
と
文
科
省
が
や
っ
と
証
明
し
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
財
務
省
は
「
四
〇
人
学
級
を
復

活
さ
せ
る
」
こ
と
を
文
部
科
学
省
に

求
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
限
ら
れ
た

国
家
予
算
を
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
は
使
わ
な
い
と
宣
言
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

文
部
科
学
省
は
、
政
府
の
方
針
に

沿
っ
て
教
育
施
策
を
考
え
ま
す
。
今

は
「
教
職
員
定
数
を
少
し
ず
つ
減
ら

す
」
と
い
う
方
針
が
あ
る
た
め
、
充

分
と
は
言
え
な
い
な
が
ら
も
教
育
的

な
方
策
を
考
え
ま
す
。
春
に
取
り
組

ん
だ
「
え
が
お
署
名
」
は
、
こ
う
し

た
文
部
科
学
省
の
考
え
を
後
押
し
し

激
励
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

これまで、青年部が学習会「学び座」を毎月一度、臨時教職員部が、

秋から冬にかけて教採学習会を毎月一度行ってきました。 

そこで、これらをリニューアルして、若い先生と先生をめざすみな

さんが一緒に集い学び合える学習会「先生とたまごのがっこ（通称「セ

ンたま」）をスタートさせます。教員採用をめざす先生方にとっては、

教採の学習や先生になるということについて深められる内容を、若い

先生方にとっては教育実践に深みを持たせられるような学習会にした

いと思っています。ぜひ、みんなで学び合いましょう。 

 

第１回 
青年部学習会と 
臨教部「教採学習会」がリニューアル

♪ 

日時 １１月２９日（土）１４：００～１６：３０ 
場所 稚内北星学園大学 ４０１教室 

内容 教採合格体験記 
      先生という仕事について語ろう 
申込み info@soya-teahchers.org まで 

署
名
は
チ
カ
ラ  

教
育
全
国
署
名
で
文
科
省
を
激
励
し
よ
う 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
作
る
た
め
に
定
数
改
善

が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
を
声
に
出

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
学
習
と
対
話

を
進
め
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
取
り
組
み
と
し
て
「
教
育

全
国
署
名
」
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
声
を
署
名
に
託
し
ま
し
ょ
う
。
教

育
の
専
門
家
と
し
て
、
対
話
を
も
と

に
た
く
さ
ん
の
声
を
集
め
ま
し
ょ

う
。 

道新１０／２３ 


